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相
馬

　
和
将

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
中
世
の
門
跡
と
公
家
・
武
家
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る
門
跡
寺
院
の
組
織
構
造
や
、
門
跡
と
武
家
社
会
・
公
家

社
会
お
よ
び
諸
寺
院
と
の
関
係
な
ど
の
分
析
を
通
じ
、
中
世
後
期
の
「
門
跡
社
会
」
の
有
り

様
を
動
態
的
に
論
じ
、
門
跡
と
い
う
存
在
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
序
章
「
中
世
後
期
門
跡
社
会
論
」
で
は
、「
門
跡
」「
門
跡
寺
院
」
の
語
義
を
め
ぐ

る
先
行
研
究
を
整
理
し
た
上
で
、
改
め
て
両
文
言
の
定
義
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
中

世
前
期
・
後
期
、
近
世
前
期
の
門
跡
寺
院
研
究
の
到
達
点
を
確
認
し
、
現
在
の
課
題
と
本
論

文
の
分
析
視
覚
を
提
示
す
る
。

　
本
論
は
、
五
本
の
既
発
表
論
文
、二
本
の
新
稿
、一
本
の
補
論
（
書
評
）
の
全
七
章
か
ら
成
り
、

大
き
く
二
部
に
分
け
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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第
一
部
「
中
世
の
門
跡
と
他
寺
院
の
関
係
」
で
は
、
門
跡
の
活
動
実
態
の
一
端
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
四
天
王
寺
・
醍
醐
寺
に
注
目
す
る
。
四
天
王
寺
は
、
中
世
に
お
い
て
別
当
職

を
門
跡
が
務
め
、
組
織
構
造
上
も
門
跡
と
の
連
関
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
四
天
王
寺

を
分
析
す
る
こ
と
は
、
間
接
的
に
門
跡
を
分
析
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

醍
醐
寺
で
は
有
力
院
家
の
三
宝
院
が
足
利
義
満
の
時
代
に
「
門
跡
化
」
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
三
宝
院
の
門
跡
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
う
え
で
、
三
宝
院
の
置
か
れ
た
醍
醐
寺
全

体
の
寺
院
社
会
に
つ
い
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
第
一
章
「
聖
護
院
門
跡
所
蔵
「
四
天
王
寺
別
当
職
文
書
集
」
と
中
世
前
期
の
四
天
王
寺
別

当
」
は
、
聖
護
院
門
跡
所
蔵
の
新
出
史
料
を
用
い
て
、
院
政
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
四
天
王
寺

別
当
の
補
任
動
向
を
考
察
し
た
。
当
該
期
の
四
天
王
寺
別
当
職
に
つ
い
て
は
、
平
等
院
門
跡

（
寺
門
派
）
と
青
蓮
院
門
跡
（
山
門
派
）
に
よ
る
就
官
競
争
が
起
き
て
い
た
。
ま
た
、
青
蓮
院

慈
円
の
四
天
王
寺
別
当
職
補
任
の
時
点
に
画
期
性
を
見
い
だ
し
、
慈
円
以
後
の
青
蓮
院
門
跡

で
は
、
「
四
天
王
寺
別
当
職
は
慈
円
の
門
流
か
ら
補
任
さ
れ
る
べ
き
」
と
い
う
認
識
・
故
実
が

生
成
さ
れ
た
と
す
る
。
第
二
章
「
南
北
朝
・
室
町
期
の
四
天
王
寺
と
四
天
王
寺
別
当
」
で
は
、
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四
天
王
寺
別
当
職
を
め
ぐ
っ
て
門
跡
寺
院
が
争
っ
て
い
た
こ
と
、
朝
廷
の
専
管
事
項
で
あ
る

は
ず
の
四
天
王
寺
別
当
職
の
補
任
に
対
し
て
、
足
利
尊
氏
の
頃
か
ら
室
町
幕
府
の
関
与
が
み

ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
三
章
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
醍
醐
寺
の
寺
家
政
所
と
惣
寺
集
団
」
は
、
醍
醐
寺

三
宝
院
に
集
中
す
る
従
来
の
研
究
動
向
を
相
対
化
す
る
た
め
、
醍
醐
寺
の
寺
家
政
所
や
惣
寺

集
団
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、
南
北
朝
期
以
降
、
三
宝
院
院
主
が
醍
醐
寺
内
で
確
固
た
る
地

位
を
築
い
て
い
く
過
程
に
並
行
し
て
醍
醐
寺
の
公
的
な
組
織
構
造
に
も
変
化
が
生
じ
て
お
り
、

そ
の
変
化
に
室
町
幕
府
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
一
部
補
論
「
書
評 

稲
葉
伸
道
著
『
日
本
中
世
の
王
朝
・
幕
府
と
寺
社
』」
は
、
当
該
書

籍
の
内
容
の
紹
介
と
批
判
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
統
制
」「
政
策
」
と
い
う
言
説
に
関
す
る

申
請
者
の
理
解
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
本
論
文
に
通
底
す
る
考
え
を
補
助
す
る
た
め

に
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
部
「
門
跡
社
会
と
公
家
社
会
・
武
家
社
会
」
で
は
、
個
別
事
例
の
検
討
と
し
て
青
蓮

院
門
跡
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
門
跡
だ
け
で
は
な
く
、
門
跡
が
中
心
と
な
っ
て
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織
り
な
す
社
会
を
「
門
跡
社
会
」
と
概
念
化
し
、
門
跡
社
会
と
世
俗
社
会
の
関
係
を
通
時
的

に
把
握
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　
第
四
章
「
足
利
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
事
例
の
再
検
討
」
で
は
、
足
利
義
満
の
子
女
が
門

跡
寺
院
に
入
室
す
る
意
味
を
寺
院
社
会
史
の
立
場
か
ら
考
察
し
た
。
義
満
期
の
門
跡
社
会
で

は
、
基
本
的
に
貴
種
不
足
に
伴
う
後
継
不
在
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
摂
関
相
当
、
さ
ら
に
は

上
皇
待
遇
を
獲
得
し
て
い
た
義
満
は
、
門
跡
側
に
と
っ
て
王
家
・
摂
関
家
に
次
ぐ
第
三
の
選

択
肢
と
み
な
さ
れ
、
子
女
入
室
を
要
請
さ
れ
た
場
合
が
あ
っ
た
と
し
た
。

　
第
五
章
「
中
世
後
期
の
猶
子
入
室
と
門
主
・
家
門
・
室
町
殿
」
で
は
、
寺
院
に
入
室
す
る

際
に
室
町
殿
の
猶
子
に
な
る
現
象
（
室
町
殿
猶
子
）
の
意
義
を
論
じ
、
従
来
、
室
町
殿
に
よ

る
「
寺
院
統
制
策
」
と
さ
れ
て
き
た
評
価
に
疑
問
を
呈
す
る
。
ま
た
、
室
町
殿
猶
子
の
数
や

出
身
家
門
に
注
目
す
る
と
、
義
満
・
義
持
期
は
足
利
庶
流
を
猶
子
に
し
た
事
例
が
大
半
で
あ

り
、
公
家
か
ら
の
申
請
も
二
条
流
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
義
教
・
義
政
期
に
な

る
と
室
町
殿
猶
子
を
申
請
す
る
家
門
が
幅
広
い
階
層
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
足
利
将

軍
家
の
尊
貴
性
・
貴
種
性
、
お
よ
び
将
軍
家
権
威
は
格
段
に
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
義
政
期
は
、
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政
治
的
に
は
不
安
定
な
が
ら
も
、
猶
子
の
あ
り
方
か
ら
み
れ
ば
将
軍
家
権
威
が
最
高
潮
に
達

し
て
い
た
と
述
べ
る
。

　
第
六
章
「
中
世
後
期
に
お
け
る
青
蓮
院
門
跡
の
存
続
と
法
流
相
承
」
で
は
、
門
跡
継
承
だ

け
で
は
な
く
、
法
流
や
聖
教
の
相
承
に
注
目
し
つ
つ
、
新
た
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
青

蓮
院
門
跡
は
世
俗
権
力
と
の
結
び
つ
き
を
背
景
に
、
南
北
朝
期
の
門
主
尊
円
・
尊
道
期
に
門

跡
継
承
・
法
流
相
承
・
聖
教
相
承
を
再
度
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
義
円
期
以
降
、

後
継
門
主
の
早
逝
・
退
去
に
よ
っ
て
三
要
件
が
揃
わ
ず
、
不
安
定
化
す
る
ケ
ー
ス
が
頻
発
し

た
。
そ
し
て
、
義
円
期
以
降
の
門
跡
継
承
で
は
門
主
譲
状
が
作
成
さ
れ
ず
、
門
主
の
地
位
は
、

門
跡
と
世
俗
側
の
当
事
者
が
主
体
と
な
っ
て
政
治
的
交
渉
に
よ
る
合
意
の
上
、
選
出
・
決
定

さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
、
法
流
・
聖
教
相
承
は
、
政
治
に
よ
っ
て
後
継
門
主
が
定
ま
っ
た
後
、

有
力
寺
院
に
属
し
た
法
脈
上
の
適
任
者
が
補
弼
し
て
い
る
。
青
蓮
院
門
跡
に
起
き
て
い
た
寺

院
相
続
の
不
安
定
化
と
い
う
現
象
は
他
門
跡
で
も
共
時
的
に
発
生
し
て
い
た
が
、
そ
の
背
景

に
は
応
仁
の
乱
後
に
お
け
る
有
力
寺
院
の
機
能
不
全
が
あ
り
、
青
蓮
院
門
跡
の
特
殊
性
は
、

関
東
か
ら
三
昧
流
を
逆
輸
入
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。
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第
七
章
「
山
門
派
門
跡
寺
院
と
延
暦
寺
天
正
再
興
事
業
」
で
は
、
中
近
世
移
行
期
の
山
門

派
三
門
跡
に
つ
い
て
、
比
叡
山
延
暦
寺
天
正
再
興
事
業
と
の
関
わ
り
か
ら
検
討
し
た
。
山
門

再
建
事
業
は
、
本
来
座
主
が
所
管
す
べ
き
案
件
で
、
対
外
交
渉
も
基
本
的
に
は
座
主
が
担
い
、

三
門
跡
が
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
織
田
信
長
に
よ
る
元
亀
焼
撃
後
の
座

主
空
位
状
況
の
発
生
に
よ
り
、
山
門
大
衆
や
坂
本
日
吉
社
が
三
門
跡
を
頼
っ
た
こ
と
で
、
三

門
跡
所
管
の
案
件
が
拡
大
す
る
。
三
門
跡
は
、
天
正
再
興
の
過
程
で
本
末
関
係
の
整
備
や
灌

頂
の
再
興
を
行
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
三
門
跡
の
間
で
再
興
後
の
天
台
宗
秩
序
を
意
識
し

た
競
争
・
対
立
が
惹
起
さ
れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
世
前
期
か
ら
近
世
ま
で
の
長
い
期
間
に
広
く
目
を
配
っ
た
上
で
、終
章
「
結

論
と
課
題
」
で
は
各
章
の
検
討
結
果
を
整
理
し
、
今
後
の
展
望
を
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
豊
富
な
蓄
積
が
あ
る
中
世
前
期
お
よ
び
近
世
前
期
「
門
跡
」
の
研
究
史
を
整
理
し
、

批
判
的
に
再
検
討
を
加
え
て
現
状
の
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、
両
時
期
に
比
べ
る
と
等
閑
視
さ
れ
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て
き
た
中
世
後
期
を
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
個
別
実
証
と
総
合
的
考
察
の
両
面
か
ら
、
中

世
後
期
の
「
門
跡
」
と
公
家
・
武
家
ら
周
辺
勢
力
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
点
に

大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　
個
別
実
証
は
、
主
に
第
一
部
に
て
展
開
さ
れ
る
。
例
え
ば
第
一
章
「
聖
護
院
門
跡
所
蔵
「
四
天

王
寺
別
当
職
文
書
集
」
と
中
世
前
期
の
四
天
王
寺
別
当
」
で
は
、「
四
天
王
寺
別
当
職
を
争
っ
て

い
た
の
は
山
門
派
と
寺
門
派
（
も
し
く
は
延
暦
寺
と
園
城
寺
）
で
あ
る
」
と
い
う
従
来
の
理
解
を

克
服
し
、
中
世
前
期
の
平
等
院
門
跡
と
青
蓮
院
門
跡
の
実
態
を
、
四
天
王
寺
別
当
職
と
絡
め
て
論

じ
た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、
実
態
を
解
明
す
る
研
究
が
な
お
不
足
し
て
い
る
平
等
院
の

実
証
的
研
究
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

　
第
二
章
「
南
北
朝
・
室
町
期
の
四
天
王
寺
と
四
天
王
寺
別
当
」
は
、
南
北
朝
・
室
町
期
の
四
天

王
寺
と
四
天
王
寺
別
当
職
の
実
態
を
研
究
史
上
ほ
ぼ
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
南
北
朝
期

の
政
治
や
寺
院
の
研
究
、
摂
河
泉
地
域
の
研
究
な
ど
の
方
面
か
ら
反
響
を
得
た
と
い
う
。
四
天
王

寺
と
門
跡
寺
院
の
関
係
は
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
中
世
四
天
王
寺
別
当
職
の
特
徴
が
う

か
が
え
る
と
同
時
に
、
単
な
る
宗
教
活
動
や
公
武
と
の
関
係
か
ら
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
、
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門
跡
寺
院
の
就
官
競
争
の
様
子
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
も
貴
重
な
成
果
と
い
え
よ
う
。

　
第
三
章
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
醍
醐
寺
の
寺
家
政
所
と
惣
寺
集
団
」
に
つ
い
て
、
三

宝
院
が
室
町
殿
と
擬
制
的
父
子
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
新
た
に
門
跡
化
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
う
し
た
変
化
が
醍
醐
寺
全
体
に
及
ぼ
し
た
影
響
へ
の
注
目
は
少
な
か
っ
た
。
中
世
後
期
に

新
た
に
門
跡
と
な
っ
た
三
宝
院
と
、
醍
醐
寺
と
の
関
係
を
論
じ
た
本
章
は
、
中
世
後
期
の
門
跡
寺

院
の
有
り
様
を
論
じ
る
際
に
も
有
益
と
な
ろ
う
。

　
総
合
的
考
察
は
、
社
会
的
側
面
か
ら
の
論
稿
を
集
め
た
第
二
部
で
展
開
さ
れ
る
。
第
四
章
「
足

利
義
満
子
女
の
寺
院
入
室
事
例
の
再
検
討
」
で
は
、「
寺
院
統
制
策
」
の
具
体
的
事
例
と
し
て
説

明
さ
れ
て
き
た
義
満
子
女
の
門
跡
へ
の
入
室
に
つ
い
て
、
世
俗
側
の
事
情
と
寺
院
側
の
事
情
の
双

方
に
留
意
す
べ
き
と
の
重
要
な
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
青
蓮
院
門
跡
を
具
体
的
事
例
に
、

義
満
に
よ
る
門
跡
統
制
の
実
例
と
さ
れ
て
き
た
門
跡
領
へ
の
関
与
に
つ
い
て
、
寺
院
を
統
制
し
よ

う
と
す
る
義
満
の
意
図
は
見
い
だ
し
に
く
い
と
し
て
、
従
来
の
見
解
を
批
判
す
る
。

　
こ
う
し
た
視
角
は
、
続
く
第
五
章
「
中
世
後
期
の
猶
子
入
室
と
門
主
・
家
門
・
室
町
殿
」
で
も

活
か
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、寺
院
に
入
室
す
る
際
に
室
町
殿
の
猶
子
に
な
る
現
象
（
室
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町
殿
猶
子
）
の
意
義
に
つ
い
て
も
室
町
殿
に
よ
る
「
寺
院
統
制
策
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、

本
章
に
お
け
る
寺
院
社
会
史
の
立
場
か
ら
の
分
析
に
よ
る
と
、
必
ず
し
も
寺
院
統
制
と
は
評
価
で

き
ず
、
寺
院
側
や
公
家
衆
側
か
ら
の
申
請
に
よ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
室

町
殿
猶
子
に
な
る
こ
と
で
有
利
な
待
遇
を
得
ら
れ
た
こ
と
や
、
門
跡
の
後
継
に
相
応
し
い
「
貴
種
」

が
払
底
し
て
い
た
中
世
後
期
の
社
会
状
況
が
あ
っ
た
と
す
る
。

　
ま
た
、
第
六
章
「
中
世
後
期
に
お
け
る
青
蓮
院
門
跡
の
存
続
と
法
流
相
承
」
で
は
、
主
に
室
町
・

戦
国
期
の
青
蓮
院
門
跡
を
動
態
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
基
礎
的
研
究
が
不
足
し
て
い
る
中
世
後
期

の
門
跡
を
め
ぐ
る
研
究
段
階
を
進
め
よ
う
と
試
み
た
。
先
行
研
究
で
は
、
門
主
尊
応
期
ま
で
の
検

討
に
留
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
尊
鎮
・
尊
朝
期
の
門
跡
継
承
ま
で
検
討
し
た
こ
と
、
門
跡
継
承
だ

け
で
な
く
、
法
流
や
聖
教
の
相
承
に
注
目
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
若
干
未
消
化
の
部
分
や
課
題
と
し
て
残
る
部
分
も
あ
っ
た
。
第
一
に
、
申
請
者
が
提

起
す
る
「
門
跡
社
会
」
と
い
う
用
語
、
概
念
の
有
効
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
寺
院
社
会
と
公
家
社

会
・
武
家
社
会
上
層
部
と
の
接
点
と
し
て
門
跡
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、「
社
会
」

と
く
く
れ
る
ほ
ど
、
法
流
・
門
流
を
超
え
た
共
同
体
意
識
や
関
係
性
が
「
門
跡
」
の
間
に
あ
っ
た
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の
だ
ろ
う
か
。「
門
跡
社
会
」
の
概
念
を
真
に
有
効
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
点
の
論
証
が
求
め

ら
れ
よ
う
。

　
ま
た
、
あ
る
特
定
の
寺
院
が
「
門
跡
」
で
あ
る
こ
と
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
、

寺
院
を
「
門
跡
」
と
認
定
す
る
に
は
、
①
中
世
史
料
に
「
門
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
、
②
『
諸
門

跡
譜
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
③
近
世
の
国
家
権
力
と
寺
院
と
の
関
係
の
な
か
で
「
門
跡
」
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
、
④
現
在
一
般
的
に
「
門
跡
」
と
称
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
要
件

が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
申
請
者
が
特
定
の
寺
院
を
「
門
跡
」
と
認
定
し
た
根
拠
は
、
明
示
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、「
門
跡
」
だ
か
ら
足
利
義
満
の
子
女
が
入
室
し
た
の
か
、
あ
る

い
は
足
利
義
満
の
子
女
が
入
室
す
る
よ
う
な
寺
院
だ
か
ら
「
門
跡
」
な
の
か
、
と
い
う
重
要
な
問

題
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　
な
お
、「
門
跡
社
会
」
に
共
通
す
る
と
指
摘
し
た
継
承
・
相
承
の
不
安
定
化
は
、「
門
跡
社
会
」

に
限
ら
ず
、
公
家
社
会
や
武
家
社
会
で
も
同
時
期
に
起
き
た
現
象
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

要
因
は
、
申
請
者
が
述
べ
る
門
跡
の
経
済
的
な
実
力
の
低
下
や
「
貴
種
」
不
足
と
い
う
門
跡
固
有

の
問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
こ
の
時
代
が
も
つ
大
き
な
「
社
会
問
題
」
と
し
て
捉
え
る
必
要
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が
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
足
利
義
政
の
治
世
を
「
将
軍
権
威
の
最
高
潮
」
の
時
期
と
と
ら
え
る
見
方
に
も
、
や

や
違
和
感
が
あ
る
。
確
か
に
、
義
教
・
義
政
期
は
将
軍
家
の
儀
礼
整
備
が
大
い
に
進
ん
だ
が
、
そ

れ
は
斜
陽
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
権
力
を
補
う
「
装
置
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
二
木
謙
一
氏
の

一
連
の
研
究
や
、
国
史
学
会
百
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
権
力
と
儀
礼
」
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
権
力
が
安
定
し
て
い
る
時
よ
り
も
、
不
安
定
な
時
に
こ
そ
、
儀
礼
や
権
威
の
持
つ
意

味
が
大
き
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
有
職
故
実
・
儀
礼
研
究
等
の
成
果
へ
の
目
配

り
も
、
今
後
は
必
要
と
な
ろ
う
。

　
部
分
的
に
は
、
申
請
者
の
理
解
が
十
分
に
表
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
読
者
に
誤
解
を
与
え
か
ね
な

い
語
句
の
使
い
方
や
文
章
表
現
も
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
第
四
章
で
は
「
足
利
義
満
子
女
の
寺
院

入
室
」
と
あ
り
な
が
ら
女
子
の
入
室
、す
な
わ
ち
「
比
丘
尼
御
所
」
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　
上
記
の
よ
う
な
改
善
す
べ
き
点
は
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
中
世
前
期
と
近
世
の
寺
院
史
研
究
・

公
家
研
究
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
研
究
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
中
世
後
期
の
門
跡
寺
院
の
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あ
り
方
や
そ
の
意
義
を
正
面
か
ら
論
じ
た
本
論
文
は
、
先
行
研
究
に
対
す
る
目
配
り
、
広
範
な
史

料
収
集
、
史
料
解
釈
の
正
確
性
、
実
証
的
な
研
究
方
法
と
論
旨
の
組
み
立
て
な
ど
、
い
ず
れ
の
点

か
ら
し
て
も
高
い
水
準
に
到
達
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
相
馬
和
将
は
、
博
士
（
歴

史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
令
和
四
年
一
月
八
日主

　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
矢

　
部

　
健
太
郎

　
㊞

　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
高
　
橋
　
秀
　
樹
　
㊞
　

副
　
査
　
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
　
　
榎
　
原
　
雅
　
治
　
㊞
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相
馬

　
和
将

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士 

（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
四
年
一
月
八
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
矢
　
部
　
健
太
郎
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
高
　
橋
　
秀
　
樹
　
㊞
　

副
　
査
　
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
　
　
榎
　
原
　
雅
　
治
　
㊞
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